
産業医職場巡視チェックリスト（要検討職場用）

保存年数　３年間　

　　　　

	天候 （　　　）
	平成　　　年　　　月　　　日　（　　）
	産業医氏名
	

	巡視時間
	　　時　　　分　　～　　　時　　　分
	同行者職氏名
	

	巡視場所
	　部局名　　　　　　　　　　　　　室名等　　　　　　　　　　　　　　


１　労働衛生管理、活動関係

	項　　　　目
	チェックポイント（必要に応じ○印）
	評　　　価

	１　管理体制等


	安衛法12、13、14、18、59条

衛生委員会、衛生管理者、作業主任者等、有資格者
	

	２　労働衛生活動計画等

　　年間方針・目標・

年間計画　　
	作業標準、点検、労働衛生教育
	

	３　健康診断


	安衛法66条

雇入時（則43） 定期（則44） 特定（則45）

じん肺、有機溶剤、鉛、特化物、他
	

	４　職場巡視


	安衛法12条

管理者、衛生管理者、職長等、作業主任者
	

	５　労働衛生教育


	安衛法59条、60条

雇入時・配転時（則35） 職長（令35）

有害業務（粉じん則、酸欠則他）　特別（則36）
	


　１　事務所環境　　　事務所衛生基準規則 参照

	項　　　目
	有無
	チェックポイント（必要に応じ○印）
	評価（要検討職場）

	１　空気環境　快適か

1） 気積、窓

2） 気温、湿度、気流

3） 冷房、暖房

4） 煙草煙の滞留
	有無
	事務所則2、3、4条

気積10㎥/人、床面積1/20

喫煙対策ガイドライン参照
	良　要検討（　　　）

	２　中央管理方式設備

　　空気調和・換気設備
	有無
	事務所則5、7条
	良　要検討（　　　）

	３　採光・照明

1） 採光・照明はよいか

2） 照明設備の点検
	有無
	全般

明るさ、（精密300・普通150ルクス）むら等

６か月以内　事務所則10条
	

	４　ＶＤＴ作業

1） 周辺の環境

2） 作業管理

3） 健康管理

4） 教育
	有無
	ＶＤＴ作業ガイドライン参照

配置、照明、空間、騒音、冷暖房

作業時間、休憩、人員配置

健診の実施、事後措置

安全衛生教育、管理者教育
	良　要検討（　　　）

	５　騒　音
	有無
	騒音障害防止ガイドライン参照

事務所則12条
	良　要検討（　　　）

	６　清　潔

清潔、清掃、便所

休憩、仮眠、休養室
	有無

有無
	事務所則12条

事務所則15、16、17条

事務所則19、20、21条
	良　要検討（　　　）


２　現場環境
	項目
	有無
	チェックポイント（必要に応じ○印）
	評価（要検討職場）


	１　５Ｓ等

1） 建屋

2） 床面

3） 設備、工具、棚等

4） 服装、挨拶
	
	５Ｓ運動

天井、壁、入口、窓等の損傷

通路区分、不用物、凹凸、汚れ等

清掃、汚れ、不用物、標示等

作業服、保護具、清潔、挨拶等
	良　要検討（　　　　　）

	２　湿度条件

1） 作業環境は、快適か

快適でない要因は

2） 高温職場

・ 冷房設備

・ 保護具

・ 飲料水・食塩

3） 低温職場

・ 暖房設備

・ 保護具
	有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無
	全般

気温、湿度、気流、輻射熱　他

熱源、暴露程度

空調、送風、扇風機、スポットクーラー、断熱等

防熱面、防熱服等

冷水、常水、氷水、塩等

冷熱源、暴露程度

空調、暖房、断熱等

防寒服、防寒靴、手袋
	良　要検討（　　　　　）

	３　空気清浄度

1） 異臭・ほこりっぽさ

2） 換気設備

3） 空調設備
	有無

有無

有無
	設備、物質、発生源、作業状況

換気率

新鮮空気の取入れ率
	良　要検討（　　　　　）

	４　採光・照明

1） 採光・照明は良いか

2） 局所照明は必要か

3） まぶしさは

4） 光源の位置は適当か
	
	全般

明るさ、（精密300　普通150ルクス）むら等

仕事の精粗に応じて

ブラインド、カーテン等

高さ、方向、角度など
	良　要検討（　　　　　）

	５　音

1） 騒音

2） 騒音源は何か

3） 環境測定値は

4） 保護具は

5） 標識は
	有無

有無

有無

有無
	騒音障害防止ガイドライン参照

設備名と稼動の程度

管理区分

耳栓等

管理区分Ⅱ・Ⅲ
	良　要検討（　　　　　）

	６　作業方法

1） 不自然な姿勢

2） 作業面の高さ

3） 立体・座位作業

4） 作業空間

5） 作業速度は適正か

6） 一連続時間、休憩

7） 作業速度

8） 手持ち工具

9） 重量物取扱い作業
	有無

有無

有無

有無

有無

有無
	全般

内容、前屈、中腰、同一姿勢、静的負荷

作業内容に応じて判断する

作業内容、椅子使用、長い、連続時間は

動的作業・静的作業

作業内容との検討

作業管理基準

余裕、調整などの検討は必要か

重さ、大きさ、形、振動

重さ、持ち方、姿勢、腰痛防止指針
	良　要検討（　　　　　）

	７　作業場

1） 安全通路

2） 作業通路

3） 床面の段差

4） 階段

5） 棚、手摺り
	有無

有無

有無

有無

有無
	通路幅、標示、障害物、滑り

通路幅、標示、障害物、滑り

配管、ケーブルカバー、照明

角度、路面積、滑り、油汚れ

適切か　高さ、強度
	良　要検討（　　　　　）


	項　目
	有無
	チェックポイント（必要に応じ○印）
	評価（要検討職場）

	6） 整理・整頓・清掃

7） 倒れ、転倒、落下危険

8） 出入口、非常口付近

9） 不必要な物

10）作業場の日常清掃

11）有害物などによる汚染
	有無

有無

有無

有無

有無

有無
	５Ｓ（清潔、躾）

チェーン、バンド、歯止め

消火栓、消火器周辺、標示

整理・整頓・清掃

清掃日の設定、責任者

化学物質等
	良　要検討（　　　　　）

	８　付帯設備等の基準

1） 水質基準

2） 排水設備

3） 男・女便所区分・個数

4） 手洗い設備・洗面
5） 被服汚染の作業
6） 夜間の睡眠、仮眠設備

7） 休養室または休養所
8） 救急用具等
9） 浴室、更衣室、食堂
10) その他（　　）
	有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無
	（５Ｓ）

水道法第4条（水質基準に適合）

汚水の漏出防止

安全衛生規則第628条

流出する清浄な水、排水

更衣設備を設けること

男女区別、寝具、その他

50人以上、または女性30人以上

安全衛生規則第633条

整理、整頓、清掃、管理面


	良　要検討（　　　　　）

	９　有害物業務

　　種類（　　　）

　　種類（　　　）

　　作業主任者

1） 種類、成分は何か

2） 対策設備は何か

３）フードは発生源ごとか

４）能力

５）局排装置使用

６）局排装置の自主検査

７）清掃を毎日励行

８）呼吸用保護具

９）呼吸用保護具の管理
	有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無

有無
	特別規則、ガイドライン

粉じん、有機溶剤、鉛、特定物質

その他（　　　　　　　　　　　）

特別規則参照、対象数、選任数

種類：（別途　　　　　　　　　　　）

密閉設置、局排装置、全体換気、湿潤な状態の

設備

設置済、未設置（　　　　　　　　　　）

作業者との関係、気流など

適切、不適切（　　　　　　　　　　）

チェックリスト、スモークテスター、記録者

責任者、清掃日時の設定

防じん、エアライン、防毒、送気

保管場所、個数、清潔
	

	１０　その他の問題等　　内容


	１１　健康診断状況　　　実施状況、事後措置、その他

	１２　ＴＨＰの取組み　　有（内容）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無

	１３　快適職場推進計画　　有（内容）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　無



様式５－２











総括安全衛生管理者　　管理部門確認印　　   担　　当









